
内閣府沖縄総合事務局
経済産業部地域経済課

〒900-0006  

沖縄県那覇市おもろまち2丁目1-1

TEL.098-866-1730 （担当：前花）

研修カリキュラム（日程）

＜第 1 回＞10月2４日（月）13:30～17:45

＜第 2 回＞10月28日（金）13:30～17:45

【内容】

品質管理マネジメント及び「５Ｓ」の基本を習得し、

組織として維持していく仕組みを理解

＜第 3 回＞11月11日（金）13:30～17:45

＜第 4 回＞11月18日（金）13:30～17:45

【内容】

改善ケーススタディ、実習（グループワーク）及び発表

＜第 5 回＞ 2月3日（金）14:00～17:00

【内容】

フォローアップ（自社における取組について）

※詳細については裏面をご確認ください。

生産性向上のために必要な
現場スキルを習得
県内製造業における労働生産性は全国平均の６割程度しかあ

りません。

コロナ禍の事業環境の変化、労働力の減少等を背景に労働生

産性を向上させることが必要だ！と言われます。

でも一体どうすればよいか、そうお悩みの経営者や現場責任

者の方も多いのではないでしょうか？

本研修では、５S等の現場改善に必要な知識の習得や実践を

通じて、効率性アップや組織力を強化するプロセスを学びます。

品質管理･５S

学べます！

内閣府沖縄総合事務局
（経済産業部会議室１０F ）

２０名程度
（工場等現場責任者又はそれに準ずる立場の方）

無料

会場

定員

参加
料金

講師 郷 保直
（中小企業診断士/技術士（電気・電子））

郷ビジネスビジョン株式会社 代表取締役
法政大学大学院イノベーション･マネジメント研究科 兼任講師

パイオニア(株)等の勤務を経て、(株)富士通総研にて
製造業を中心とするコンサルティングに従事。
2010年の独立後は、大企業のみならず全国各地の
中小企業をクライアントに持ち、現場改善に豊富な知見・
経験を有する。

お申込みはコチラ →



回 日程 タイトル 方法 概要

1
10/24

（月）
13:30
-17:45

4h

品質マネジメ
ントシステム
（ISO9001）

の概要

座学

(1)品質マネジメントシステム（ISO9001）とは
(2)要求事項の説明
　①組織の状況　②リーダーシップ　③計画　④支援　⑤運用
　⑥パフォーマンス評価　⑦改善
(3)品質マネジメントシステムの構築とISO認証取得
(4)他の関連ISOについて

2
10/28

（金）
13:30
-17:45

4h
生産管理と

5S活動
座学

(1)生産管理における５Ｓの位置づけ
　①生産管理全体像　②生産管理の構成要素　③改善活動とは
(2)5Sとは
　①5Sの取組み状況　②5Sのイメージ　③5Sの定義
　④5Sの狙い目的
(3)5Sの構成要素の説明
　①整理　②整頓　③清掃　④清潔　⑤躾

３
11/11
（金）

13:30
-17:45

4h
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
演習

(1)5S改善演習問題　／グループワークによる回答
(2)5S改善ケーススタディの説明　／グループワークによる
　　　改善検討

４
11/18
（金）

13:30
-17:45

4h
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
演習

(1)前回のケーススタディーの検討の続き
(2)グループによる検討結果の発表
(3)5S活動の進め方
(4)自社における5S活動の推進計画の作成

５
2023年

2/3
（金）

14:00
-17:00

3h

各社の
5S活動の

取組み
意見交換

発表
／座学

(1)各社の取組み状況の発表 （出来るだけ多くの会社）
　①5S導入の背景　②5S推進計画　③5S推進の状況
　④直面した推進上課題と解決策／工夫点　⑤取組の成果
(2)質疑応答・意見交換
(3)5S活動の事例紹介

時間

■品質管理マネジメント及び「５S」の基本を習得し、組織として維持していく仕組みを理解

■５Ｓ改善ケーススタディー、実習（グループワーク）及び発表

■フォローアップ

5S改善
ケース

スタディ
(1)/(2)

■目的
製造現場における中核人材（マネジメント人材）をターゲットとして捉え、
①品質管理マネジメントシステム（ＩＳＯ９００１）に関する基本的概念の理解・習得
②「５Ｓ」等の現場改善に必要な基本的知識、及びケーススタディー等の実践的な学びを通じて、
継続的に組織（現場）を管理・運営する手法の理解・習得により、企業全体としての効率を高め、
競争力の強化及び労働生産性の向上に資する人材を育成することを目的とする。

■方法
（１）理解する
品質マネジメントシステム（ISO９００１）概要解説と、「５Ｓ」に関する理解とその進め方について

座学にて習得する。
（２）実践力を付ける
「５Ｓ」の理解を深め実践力を高めるため、「5S」改善のケーススタディをグループワークを行う。
受講者それぞれが、自社においてどのように「5S」を進めるか計画づくりを行う。

（３）推進する
自社に戻り、計画に従い５Ｓを実践してみる。その過程での疑問や、推進上の問題についてフォ

ローアップ・セミナーに持ち寄り意見交換を行い、疑問・問題を解決することで、自社の５Ｓを継続的
に推進する。

■研修カリキュラム概要


